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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者に呼吸支援を提供するために圧力発生器及び患者インターフェースに動作的に結
合され、前記患者インターフェースが、呼気枝と、前記圧力発生器の回路ポートに流体的
に結合する吸入枝とを含む場合の動作モードである第１動作モードと、前記患者インター
フェースが前記圧力発生器と前記対象者との間の流路に呼気弁を含む場合の動作モードで
ある第２動作モードとの間での切り替えを行う逆転可能な本体を有する装置であって、
　前記逆転可能な本体が、
　前記圧力発生器の制御ポートインターフェースと流体的に結合する第１制御ポートと、
　第１外面と、
　前記第１外面から延びて、前記患者インターフェースの呼気枝と流体的に結合する第１
回路ポートと、
　前記第１制御ポートと前記第１回路ポートとの間に形成され、前記第１動作モードにお
いて使用される第１流路と、
　前記圧力発生器と流体的に結合する第２制御ポートと、
　第２外面と、
　前記第２外面から延びて、前記患者インターフェースの呼気弁と流体的に結合する第２
回路ポートと、
　前記第２制御ポートと前記第２回路ポートとの間に形成され、前記第２動作モードにお
いて使用される第２流路と、
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を有し、
　前記第１動作モードでは、前記第１外面が前記装置の外側に面し、前記第２動作モード
では、前記逆転可能な本体が、前記装置に対して逆転されることで、前記第２外面が前記
装置の外側に面する、装置。
【請求項２】
　前記第１流路内に配置され、前記患者インターフェースの前記呼気枝からのガスを選択
的に排気する弁を更に有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２制御ポートは前記圧力発生器の同じ制御ポートインターフェースに、前記第１
制御ポートと別の時に流体的に結合する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記逆転可能な本体は、該逆転可能な本体及び前記圧力発生器の第１相対配置により前
記第１動作モードとなり、前記逆転可能な本体及び前記圧力発生器の第２相対配置により
前記第２動作モードとなり、前記第１相対配置は前記第２相対配置とは相違する、請求項
１に記載の装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置、患者インターフェース及び圧力発生器を有するシステムにおい
て、前記装置は、前記患者インターフェース及び前記圧力発生器に結合されているシステ
ム。
【請求項６】
　前記患者インターフェースの前記呼気枝からのガスを選択的に排気する手段を更に有す
る、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第２制御ポートは前記圧力発生器の同じ制御ポートインターフェースに、前記第１
制御ポートと別の時に流体的に結合する、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
　前記逆転可能な本体は、前記システム及び前記圧力発生器の第１相対配置により前記第
１動作モードとなり、前記システム及び前記圧力発生器の第２相対配置により前記第２動
作モードとなり、前記第１相対配置は前記第２相対配置とは相違する、請求項５に記載の
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この特許出願は、２０１３年１２月１７日に出願された米国予備出願第61/917,029号の
米国特許法第３５条、第１１９（ｅ）号の優先権を主張するものであり、該予備出願の内
容は参照により本明細書に組み込まれるものである。
【０００２】
　本開示は、呼吸支援回路を圧力発生器に結合するシステム及び方法に係るもので、特に
は、該呼吸支援回路の複数の動作モードでの結合を行うシステム及び方法に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００３】
　患者を呼吸治療法により治療することは一般的である。呼吸治療法の幾つかの例は、呼
吸支援回路（respiratory support circuit）を使用する。種々のタイプの呼吸支援回路
を種々のタイプの呼吸治療法に使用することができる。呼吸支援回路は、単枝構造若しく
は構成（single-limb configuration）、双枝構成（dual-limb configuration）及び／又
は他の構成の１以上を含むことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　従って、本発明の１以上の実施態様の目的は装置及び方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本装置は、対象者（患者）に呼吸支援回路を提供するために圧力発生器及び配管に動作
的に結合されるように構成された本体を含む。該本体は、第１動作モードと第２動作モー
ドとの間での切り替えを行うように構成される。該本体は、第１及び第２制御ポート、第
１及び第２回路ポート、並びに第１及び第２流路を含む。第１制御ポートは、前記圧力発
生器と流体的に結合するように構成される。第１回路ポートは、前記呼吸支援回路の呼気
枝（exhalation limb）と流体的に結合するように構成される。第１流路は、前記第１制
御ポートと前記第１回路ポートとの間に形成される。該第１流路は前記第１動作モードに
おいて使用される。第２制御ポートは、前記圧力発生器と流体的に結合するように構成さ
れる。第２回路ポートは、前記呼吸支援回路の呼気弁と流体的に結合するように構成され
る。第２流路は、前記第２制御ポートと前記第２回路ポートとの間に形成される。該第２
流路は、前記第２動作モードにおいて使用される。
【０００６】
　本発明の１以上の実施態様の更に他の態様は、呼吸支援回路を圧力発生器に結合する方
法を提供する。該方法は、第１及び第２制御ポート並びに第１及び第２回路ポートを含み
、第１動作モード又は第２動作モードの何れかで動作する本体を準備するステップと；前
記第１制御ポートにより前記圧力発生器と流体的に結合するステップと；前記第１回路ポ
ートにより前記呼吸支援回路の呼気枝と流体的に結合するステップと；前記第１制御ポー
トと前記第１回路ポートとの間に、前記第１動作モードにおいて使用される第１流路を形
成するステップと；前記第２制御ポートにより前記圧力発生器と流体的に結合するステッ
プと；前記第２回路ポートにより前記呼吸支援回路の呼気弁と流体的に結合するステップ
と；前記第２制御ポートと前記第２回路ポートとの間に、前記第２動作モードにおいて使
用される第２流路を形成するステップと；を有する。
【０００７】
　１以上の実施態様の更に他の実施態様は、呼吸支援回路を圧力発生器に結合するよう構
成されたシステムを提供する。該システムは、第１及び第２制御ポート並びに第１及び第
２回路ポートを設ける手段であって、第１動作モードと第２動作モードとの間の切り替え
を行うように構成された手段と；前記圧力発生器と流体的に結合する第１手段と；前記呼
吸支援回路の呼気枝と流体的に結合する手段と；前記第１制御ポートと前記第１回路ポー
トとの間に第１流路を形成する手段であって、前記第１動作モードにおいて使用される手
段と；前記圧力発生器と流体的に結合する第２手段と；前記呼吸支援回路の呼気弁と流体
的に結合する手段と；前記第２制御ポートと前記第２回路ポートとの間に第２流路を形成
する手段であって、前記第２動作モードにおいて使用される手段と；を含む。
【０００８】
　本発明の上記並びに他の目的、フィーチャ及び特徴、動作の方法、関係する構造の要素
の機能、並びに部分の組み合わせ及び製造の経済性は、添付図面を参照して以下の記載及
び添付請求項を考察すれば一層明らかとなるものであり、上記図面の全ては本明細書の一
部を形成する一方、該図面において同様の符号は種々の図において対応する部分を示して
いる。しかしながら、図面は図示及び説明の目的のためのみのものであり、本発明の限定
を定めることを意図するものでないことを明確に理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、１以上の実施態様による装置の概略図を示す。
【図２Ａ】図２Ａは、１以上の実施態様により呼吸支援回路を圧力発生器に結合するため
に使用される装置の概略図を示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、１以上の実施態様により呼吸支援回路を圧力発生器に結合するため
に使用される装置の概略図を示す。
【図３】図３は、１以上の実施態様による呼吸支援回路を圧力発生器に結合する方法を示
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す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書で使用される場合、単数形は、前後関係がそうでないと明らかに示さない限り
、複数の参照を含む。本明細書で使用される場合、２以上の部分又は部品が“結合される
”なる言及は、これら部分が直接的に又は間接的に（即ち、リンクが生じる限りにおいて
１以上の中間の部分又は部品を介して）結合され又は一緒に動作することを意味する。こ
こで使用される場合、“直接（直接的に）結合される”とは、２つの要素が互いに直接接
触されることを意味する。ここで使用される場合、“固定的に結合され”又は“固定され
”とは、２つの要素が互いに対して一定の向きを維持しながら１つのものとして移動する
よう結合されることを意味する。
【００１１】
　ここで使用される場合、“一体の”なる文言は、要素（部品）が単一の部分又はユニッ
トとして作製されることを意味する。即ち、別々に作製され、次いで、ユニットとして一
緒に結合される複数の部分を含む要素は、“一体の”要素又は主体ではない。ここで使用
される場合、２以上の部分又は要素が互いに“係合する”なる言及は、これら部分が互い
に対して直接的に又は１以上の介在部分又は要素を介して力を付与することを意味する。
ここで使用される場合、“数”なる用語は１又は１より大きな整数（即ち、複数）を意味
する。
【００１２】
　例えば限定するものではないが、ここで使用される上部（頂部）、底部、右、左、上側
、下側、前、後及びこれらの派生語等の方向的語句は、図面に示される要素の向きに関係
するものであり、明示的に記載されない限り請求項を限定するものではない。
【００１３】
　図１は、呼吸支援回路（図１には示されていない）を圧力発生器（図１には示されてい
ない）に結合するための装置１０を示す。当該呼吸支援回路は患者に対して呼吸治療を施
すために使用することができる。図２Ａ及び図２Ｂに示されるように、患者は互換的に対
象者（被検者）１０６とも称することができる。装置１０は、限定されるものではないが
図２Ａ及び図２Ｂに示される圧力発生器１４０を含む圧力発生器に対して、統合され、埋
め込まれ、組み込まれ、組み合わされ及び／又はそれ以外で動作することができる。装置
１０は、本体１１、中央部分３１、第１制御ポート１２、第２制御ポート１６、第１回路
ポート１４、第２回路ポート１８及び／又は他の部品の１以上を含む。本体１１は、圧力
発生器及び／又は呼吸支援回路を設けるための配管と動作的に結合されるように構成され
ている。本体１１は、本明細書の何処かで説明されるように、異なる動作モードの間での
切り替えを実施するよう構成することができる。装置１０は対称軸３０を有することがで
き、該装置１０は、例えば異なる動作モードの間での切り替えをサポートするために、こ
の対称軸の周りに例えば１８０度にわたり方向３０ａに回転することができる。第１制御
ポート１２及び第２制御ポート１６は、対称軸３０ａから、例えば該軸の反対側に、等し
い又は同様の距離に配置することができる。
【００１４】
　図１、図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、装置１０及び／又は本体１１は、第１流路１３
、第２流路１７、弁（バルブ）１５、第１外面３７、第２外面３８、プロセッサ１１０、
ユーザインターフェース１２０、電子記憶部１３０、パラメータ決定要素１１１、タイミ
ング要素１１２、制御要素１１３、及び／又は他の要素の１以上を含むことができる。第
１制御ポート１２は、圧力発生器１４０と流体的に結合するように構成される。第１制御
ポート１２は、圧力発生器１４０の制御ポートインターフェース（図示略）と結合するよ
うに構成することができる。第１制御ポート１２は、中央部分３１から第１制御ポート長
１２ａだけ突出することができる。第１制御ポート１２は、外面３２、内面３４、及び／
又は他の表面及び／又は要素を含むことができる。外面３２は中央部分３１に結合及び／
又は接続することができる。内面３４は第１流路１３の一部を形成することができる。
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【００１５】
　幾つかの実施態様において、第１回路ポート１４は、呼吸支援回路の呼気枝２０と流体
的に結合するように構成することができる。幾つかの実施態様において、第１回路ポート
１４は、図２に示され且つ本明細書の何処かで説明されるように、呼吸支援回路の一部を
形成するように構成することができる。第１流路１３は、第１制御ポート１２と第１回路
ポート１４との間に、及び／又は第１制御ポート１２及び第１回路ポート１４を含んで形
成され得る。幾つかの実施態様において、第１流路１３は第１動作モードで使用すること
ができる。幾つかの実施態様において、第１外面３７は第１動作モードにおける装置１０
の使用の間に外側に面し及び／又は見ることができる一方、第２外面３８は第１動作モー
ドにおける装置１０の使用の間において内側に面し及び／又は見えない。第１回路ポート
１４は中央部分３１から第１回路ポート長１４ａだけ突出することができる。図１に示さ
れるように、第１回路ポート１４は第１制御ポート１２及び第２制御ポート１６とは異な
る方向に突出することができる。第１回路ポート１４は、外面４１、内面４３、及び／又
は他の表面及び／又は要素を含むことができる。外面４１は中央部分３１と結合し及び／
又は接続することができる。内面４３は第１流路１３の一部を形成することができる。
【００１６】
　第２制御ポート１６は、圧力発生器１４０と流体的に結合するように構成されている。
第２制御ポート１６は、圧力発生器１４０の制御ポートインターフェース（図示略）と結
合するように構成することができる。例えば、第２制御ポート１６は、異なる動作モード
においてではあるが（例えば、同時にではなく、異なる期間、異なる治療期間及び／又は
異なる呼吸治療の間において）、第１制御ポート１２と同一の制御ポートインターフェー
スと流体的に結合するよう構成することができる。第２制御ポート１６は、中央部分３１
から第２制御ポート長１６ａだけ突出することができる。第１制御ポート長１２ａは第２
制御ポート長１６ａと同一又は同様のものとすることができる。図１に示されるように、
第１制御ポート１２は第２制御ポート１６と同一の又は同様の方向に突出することができ
る。第２制御ポート１６は外面３３、内面３５、及び／又は他の面又は要素を含むことが
できる。外面３３は中央部分３１に結合及び／又は接続することができる。内面３５は第
２流路１７の一部を形成することができる。
【００１７】
　幾つかの実施態様において、第２回路ポート１８は呼吸支援回路の呼気弁２１と流体的
に結合するよう構成することができる。幾つかの実施態様において、第２回路ポート１８
は、例えば図２Ｂに示されると共に本明細書の何処かで説明されるように、呼吸支援回路
の一部を形成するように構成することができる。第２回路ポート１８は、中央部分３１か
ら第２回路ポート長１８ａだけ突出することができる。図１に示されるように、第１回路
ポート１４は第２回路ポート１８とは反対の方向に突出することができる。第２流路１７
は、第２制御ポート１６と第２回路ポート１８との間に、及び／又は第２制御ポート１６
及び第２回路ポート１８を含んで形成することができる。第２回路ポート１８は、外面４
０、内面４２、及び／又は他の面及び／又は要素を含むことができる。外面４０は中央部
分３１に結合及び／又は接続することができる。内面４２は第２流路１７の一部を形成す
ることができる。
【００１８】
　幾つかの実施態様において、第２流路１７は第２動作モードにおいて使用することがで
きる。幾つかの実施態様において、第２外面３８は第２動作モードにおける装置１０の使
用の間に外側に面し及び／又は見え得る一方、第１外面３７は第２動作モードにおける装
置１０の使用の間に内側に面し及び／又は見えないものとなり得る。
【００１９】
　幾つかの実施態様において、第１及び第２動作モードは、如何なる時点においても斯か
る第１及び第２動作モードのうちの一方のみが活性となるよう相互に排他的であり得る。
幾つかの実施態様において、本体１１は、該本体１１の対称性（例えば、対称軸３０の回
りにおける）により複数の動作モードの間での切り替えを実施するよう構成することがで
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きる。例えば、本体１１は、第１相対配置が第１動作モードに対応する一方、第２相対配
置が第２動作モードに対応するように、複数の相対配置において圧力発生器１４０と結合
するよう構成することができる。幾つかの実施態様において、複数の動作モードの間の切
り替えは、圧力発生器１４０に対する本体１１の配置又は位置を逆転する（例えば、１８
０度）ことにより達成することができる。例えば、図２Ａにおける本体１１の相対配置は
図２Ｂと比較して反転されていることに注意されたい。
【００２０】
　本体１１は、第１流路１３内に配置された、及び／又は該第１流路１３に沿って配置さ
れた弁１５を含むことができる。中央部分３１内の弁１５より上の領域は、チェンバ３６
を形成することができる。少なくとも部分的に中央部分３１内の、弁１５より下の領域は
チェンバ４４を形成することができる。チェンバ４４は第１回路ポート１４と流体的に結
合することができる。弁１５は、本体排気部２５ａ及び本体排気部２５ｂの一方又は両方
を介してガスを選択的に排気するように構成することができる。本体排気部２５ａ及び２
５ｂは、大気及び／又は装置１０の外部の領域と流体的に結合するチェンバを形成するこ
とができる。図１に示されるように、本体排気部２５ａ及び２５ｂは、チェンバ３６及び
チェンバ４４からは分かれた別のものとすることができる。幾つかの実施態様において、
チェンバ４４と本体排気部２５ａ及び２５ｂとの間の流体的結合は、弁１５が閉じられた
場合に該弁１５により阻止される。
【００２１】
　幾つかの実施態様において、弁１５は転動型ダイヤフラム弁を含むことができる。幾つ
かの実施態様において、弁１５は図１に示されるように上側バルブ面１５ａ及び下側バル
ブ面１５ｂを含むことができる。上側バルブ面１５ａは、図示されたように、下側バルブ
面１５ｂの反対側に配置することができる。上側バルブ面１５ａはチェンバ３６の一部を
形成することができる。下側バルブ面１５ｂはチェンバ４４の一部を形成することができ
る。下側バルブ面１５ｂにおける及び／又は該面の近傍における圧力が上側バルブ面１５
ａにおける及び／又は該面の近傍における並びに／又はチェンバ３６内の圧力を超える（
弁１５の動き及び／又は開くことに対する固有の慣性を超えるのに十分な量だけ）ことに
応答して、弁１５は開き得る。幾つかの実施態様において、弁１５は、本体排気部２５ｂ
及び本体排気部２５ａと、各々、動作的に係合して配置されたバルブ排気部１５ｃ及びバ
ルブ排気部１５ｄを含んでいる。弁１５が開くことに応答して、第１回路ポート１４を介
して本体１１に進入するガスは、チェンバ４４から弁１５、バルブ排気部１５ｃ及び本体
排気部２５ｂを介して、及び／又は弁１５、バルブ排気部１５ｄ及び本体排気部２５ａを
介して排気する（大気に対して）ことができる。
【００２２】
　幾つかの実施態様においては、弁１５が閉じられるように予備付勢されるように、上側
バルブ面１５ａ（又は、少なくとも該面の動作中における活性領域）は下側バルブ面１５
ｂ（又は、少なくとも該面の動作中における活性領域）より大きくすることができる。幾
つかの実施態様においては、弁１５のいずれ側の（例えば、上側及び下側の）面上の圧力
も等しい場合に該弁１５が閉じられるように構成することができる。代わりに及び／又は
同時に、幾つかの実施態様においては、チェンバ３６及びチェンバ４４における圧力が等
しい場合に、弁１５が閉じられるように構成することができる。本明細書の何処かで更に
詳細に説明されるように、動作の間において第１制御ポート１２を介して供給される圧力
は、呼吸サイクルの１以上の特定の（例えば、予め定められた）部分の間において弁１５
を開く及び／又は閉じるように制御及び／又は調整することができる。
【００２３】
　図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、圧力発生器１４０は、人工呼吸器（換気装置）及び／
又は気道（陽）圧装置（ＰＡＰ／ＣＰＡＰ／ＢｉＰＡＰ（登録商標）等）に統合、組み合
わせ又は接続することができ、対象者１０６の気道に送るべき呼吸可能ガスの加圧流を例
えば配管１５０を介して供給するように構成される。配管１５０は、供給回路１５０及び
／又は患者インターフェース１５０と称することもできる。例えば、図２Ａのシステム５
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は装置１０、圧力発生器１４０及び／又は患者インターフェース１５０を含む。システム
５は、呼吸治療を施すように構成された特定の構成の特定の呼吸支援回路を表している。
例えば、図２Ｂのシステム５ａは装置１０、圧力発生器１４０及び／又は他の構成要素を
含む。図２Ｂのシステム５ａは、図２Ａの図示のものとは異なる構成の特定の呼吸支援回
路を表している。図１、図２Ａ及び図２Ｂの何れかに示された構成要素及び／又はフィー
チャは、図２Ａ及び図２Ｂの呼吸支援回路、本体１１、システム５及び／又はシステム５
ａの実施態様に（可能性として）含まれることも考えられる。例えば、図２Ｂにおける弁
１５は、図１に示されたような上側バルブ面１５ａを含み得る。例えば、システム５ａは
図２Ａに示されたユーザインターフェース１２０を含むことができ、等々である。
【００２４】
　図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、圧力発生器１４０は呼吸可能ガスの加圧流の圧力レベ
ル、流量、湿度、速度、加速度及び／又は他のパラメータを、対象者１０６の呼吸サイク
ルと実質的に同期させて調整するよう構成することができる。対象者１０６は呼吸の１以
上のフェーズを開始することができ又は開始することができない。呼吸治療は、圧力制御
、圧力支援及び／又は量規定（volume control）として実施することができる。例えば、
吸気（吸入）を支援するために、呼吸可能ガスの加圧流の圧力は吸入圧に調整することが
できる。代わりに及び／又は同時に、呼気を支援するために、呼吸可能ガスの加圧流の圧
力及び／又は流量は呼気圧に調整することができる。呼吸可能ガスの加圧流の供給を介し
て呼吸治療を施す他の方式も考えられる。
【００２５】
　呼吸可能ガスの加圧流は、圧力発生器１４０から対象者１０６の気道へ配管１５０を介
して供給することができる。配管１５０は、導管（例えば、或る長さの可撓性ホース）及
び／又は患者インターフェース器具１８４を含むことができる。図２Ａ及び図２Ｂは、患
者インターフェース器具１８４を圧力発生器１４０に流体的に連通させる、各々、双枝構
成及び単枝構成の呼吸支援回路を図示している。配管１５０は、呼吸可能ガスの加圧流が
患者インターフェース器具１８４、圧力発生器１４０及び／又は装置１０の間で伝送され
る１以上の流路を形成する。
【００２６】
　図２Ａ及び図２Ｂにおける患者インターフェース器具１８４は、呼吸可能ガスの加圧流
を患者（対象者）１０６の気道に供給するように構成することができる。かくして、患者
インターフェース器具１８４は、この機能に適した任意の器具を含むことができる。一実
施態様において、圧力発生器１４０は専用の換気装置であり、患者インターフェース器具
１８４は、対象者１０６に呼吸治療を施すために使用されている他のインターフェース器
具と取り外し可能に結合されるように構成される。例えば、患者インターフェース器具１
８４は、気管内チューブ、気管切開口及び／又は他のインターフェース器具と係合され及
び／又は内に挿入されるように構成することができる。一実施態様において、患者インタ
ーフェース器具１８４は、介在する器具無しに、対象者１０６の気道に係合するよう構成
される。この実施態様において、患者インターフェース器具１８４は、ガスの流れを対象
者の気道に通じさせる気管内チューブ、鼻カニューレ、気管切開チューブ、鼻マスク、鼻
／口マスク、フルフェースマスク、全顔面マスク及び／又は他のインターフェース器具の
１以上を含むことができる。本開示は、これらの例に限定されるものではなく、如何なる
患者インターフェースを用いた呼吸可能ガスの加圧流の患者１０６への供給も想定してい
る。
【００２７】
　装置１０は、複数の動作モードで動作するように構成することができる。限定するもの
でない例として、該複数の動作モードは、本明細書の何処かで説明されるように、第１及
び第２の動作モードを含むことができる。幾つかの実施態様において、異なる動作モード
は異なるタイプの呼吸治療に対応することができる。追加の動作モード及び対応する呼吸
治療のタイプも、本開示の範囲内で想定することができる。
【００２８】
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　第１動作モードは、呼吸支援回路の双枝構成を用いた呼吸治療に対応し得る。例えば、
双枝構成において、呼吸支援回路は吸入枝とは別個の呼気枝を含むことができる。図２Ａ
は一例を示し、該例において呼気枝２０は第１回路ポート１４に結合されると共に患者イ
ンターフェース器具１８４に結合される。図２Ａに示された双枝構成において、吸入枝２
２は患者インターフェース器具１８４に結合されると共に圧力発生器１４０の回路ポート
１４１に結合される。幾つかの実施態様において、圧力発生器１４０の回路ポート１４１
は、制御可能な及び／又は調整可能な弁である吸入弁を含むことができる。
【００２９】
　第２動作モードは、呼吸支援回路の単枝構成における近位気道内圧及び／又は気道陽圧
を用いた呼吸治療に対応し得る。例えば、単枝構成において、呼吸支援回路は圧力発生器
と対象者との間の流路に呼気弁を含むことができる。図２Ｂは一例を示し、該例において
、呼気弁２１は第２回路ポート１８に流体的に結合される。圧力発生器１４０は呼気弁２
１を第２制御ポート１６、第２流路１７及び／又は第２回路ポート１８を介して調整及び
／又は制御するように構成することができる。
【００３０】
　幾つかの実施態様において、装置１０及び／又は呼吸支援回路（例えば、図２Ａにおい
てシステム５により示されるような）は、呼吸、呼吸気流、気道力学及び対象者１０６の
生理状態のパラメータ、医療パラメータ、環境パラメータ、及び／又は他のパラメータに
関する情報を伝達する出力信号を発生するよう構成された１以上のセンサを含むことがで
きる。図２Ａは、情報を伝達する出力信号を発生するよう構成されたセンサ１４２を含む
システム５を図示している。限定するものでない例として、パラメータは流量、（気道）
圧力、湿度、速度、加速度及び／又は他のパラメータを含むことができる。センサ１４２
は、圧力発生器１４０、装置１０及び／又は患者インターフェース器具１８４と流体的に
連通させることができる。センサの数又はセンサの配置は、図２Ａに示されたものに限定
されるものではない。
【００３１】
　センサ１４２は、対象者１０６に関係する生理的パラメータに関する出力信号を発生す
ることができる。幾つかの実施態様において、１以上のセンサは１以上のＣＯ２センサを
含むことができる。出力される信号は、対象者１０６の気道の状態及び／又は条件、対象
者１０６の呼吸、対象者１０６により呼吸されるガス、対象者１０６により呼吸されるガ
スの組成、対象者１０６により呼吸されるガスの１以上のＣＯ２パラメータ、対象者１０
６の気道へのガスの供給、及び／又は対象者による呼吸努力に関連付けられたパラメータ
に関する情報を伝達することができる。上記１以上のＣＯ２パラメータ及び／又は測定値
は、限定するものではないが、呼気終末ＣＯ２測定値、容積的ＣＯ２測定値、混合静脈Ｃ
Ｏ２測定値、動脈ＣＯ２測定値、及び／又は他のＣＯ２パラメータ及び／又は測定値を含
むことができる。例えば、パラメータは、弁駆動電流、ロータ速度、モータ速度、ブロア
速度、ファン速度、又は先に記載されたパラメータの何れかの既知の及び／又は校正され
た数学的関係により代用として働き得る関連する測定値等の圧力発生器１４０の（又は圧
力発生器１４０が統合、結合若しくは接続された装置の）部品の機械測定単位に関係し得
る。センサからの結果としての信号又は情報は、圧力発生器１４０、プロセッサ１１０、
ユーザインターフェース１２０、電子記憶部１３０、並びに／又は図１、図２Ａ及び／若
しくは図２Ｂに示された他の構成要素に送信することができる。この送信は有線及び／又
は無線であり得る。
【００３２】
　図２Ａにおける１つの要素を含むセンサ１４２の図示は、限定することを意図するもの
ではない。
【００３３】
　図２Ａにおけるシステム５のユーザインターフェース１２０は対象者１０６（又は他の
ユーザ）に対してインターフェースを提供するよう構成され、ユーザは該インターフェー
スを介してシステム５に情報を供給し及び／又はシステム５から情報を受信することがで
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きる。このことは、ユーザとシステム５との間でデータ、結果、及び／又は命令及び何ら
かの他の通信可能な項目（集合的に“情報”と称する）が通信されることを可能にする。
対象者１０６に伝達することが可能な情報の例は、装置１０及び／又は圧力発生器１４０
の現在の動作モード又は動作設定である。ユーザインターフェース１２０に含めるのに適
したインターフェース装置の例は、キーパッド、ボタン、スイッチ、キーボード、ノブ、
レバー、表示スクリーン、タッチスクリーン、スピーカ、マイクロフォン、インジケータ
ライト、可聴アラーム及びプリンタを含む。情報はユーザインターフェース１２０により
可聴信号、視覚信号、触覚信号及び／又は他のセンサ信号、又はこれらの何らかの組み合
わせの形で供給することができる。
【００３４】
　限定するものでない例として、ユーザインターフェース１２０は光を放出することが可
能な放射源を含むことができる。該放射源は、例えば、少なくとも１つのＬＥＤ、少なく
とも１つの電球、表示スクリーン及び／又は他の源のうちの１以上を含む。ユーザインタ
ーフェース１２０は該放射源を制御し、対象者１０６に対して情報を伝達するような態様
で光を放出させることができる。
【００３５】
　ここではユーザインターフェース１２０として、ハードウェア又はソフトウェアの何れ
かによる他の通信技術も考えられることも理解されたい。例えば、一実施態様において、
ユーザインターフェース１２０は電子記憶部１３０により提供される取り外し可能な記憶
インターフェースと統合される。この例において、情報はシステム５内に取り外し可能な
記憶部（例えば、スマートカード、フラッシュドライブ、取り外し可能なディスク等）か
らロードされ、ユーザ（又は複数のユーザ）がシステム５の実施を特注化することを可能
にする。ユーザインターフェース１２０としてシステム５と共に使用するよう構成される
他の例示的入力装置及び技術は、限定されるものではないが、ＲＳ－２３２ポート、ＲＦ
リンク、ＩＲリンク及びモデム（電話、ケーブル、イーサネット（登録商標）、インター
ネット又は他のもの）を含む。要するに、システム５と情報を通信するための任意の技術
がユーザインターフェース１２０として想定される。
【００３６】
　図２Ａにおけるシステム５の電子記憶部１３０は、情報を電子的に記憶する電子記憶媒
体を有する。電子記憶部１３０の電子記憶媒体は、システム５と一体的に（即ち、実質的
に取り外し不能に）設けられるシステム記憶部、及び／又は例えばポート（例えば、ＵＳ
Ｂポート、ファイヤーワイヤポート等）若しくはドライブ（例えば、ディスクドライブ等
）を介してシステム５に取り外し可能に接続され得る取り外し可能な記憶部の一方又は両
方を含むことができる。電子記憶部１３０は、光学的に読み取り可能な記憶媒体（例えば
、光ディスク等）、磁気的に読み取り可能な記憶媒体（例えば、磁気テープ、磁気ハード
ドライブ、フロッピードライブ等）、電荷に基づく記憶媒体（例えば、ＥＰＲＯＭ、EEPR
OM、ＲＡＭ等）、固体記憶媒体（例えば、フラッシュドライブ等）、及び／又は他の電子
的に読み取り可能な記憶媒体のうちの１以上を含むことができる。電子記憶部１３０は、
ソフトウェアアルゴリズム、プロセッサ１１０により決定された情報、ユーザインターフ
ェース１２０を介して受信された情報、及び／又はシステム５が適切に機能することを可
能にする他の情報を記憶することができる。例えば、電子記憶部１３０は、施される呼吸
治療に関係する情報及び／又は他の情報を記録又記憶することができる。電子記憶部１３
０は、システム５内の別体の要素とすることができ、又はシステム５の１以上の他の要素
（例えば、プロセッサ１１０）と一体に設けられる。
【００３７】
　図２Ａにおけるシステム５のプロセッサ１１０は、該システム５に情報処理及び制御能
力を提供するよう構成される。かくして、プロセッサ１１０はデジタルプロセッサ、マイ
クロコントローラ、アナログプロセッサ、情報を処理するように設計されたデジタル回路
、情報を処理するように設計されたアナログ回路、状態マシン、及び／又は情報を電子的
に処理する他のメカニズムの１以上を含む。プロセッサ１１０は図２Ａでは単一の主体と
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して示されているが、これは解説目的のためのみである。幾つかの構成例において、プロ
セッサ１１０は複数の処理ユニットを含む。
【００３８】
　図２Ａに示されるように、プロセッサ１１０は１以上のコンピュータプログラム要素を
実行するように構成される。該１以上のコンピュータプログラム要素は、パラメータ決定
要素１１１、タイミング要素１１２、制御要素１１３、及び／又は他の要素の１以上を含
む。プロセッサ１１０は、要素１１１、１１２及び／又は１１３を、ソフトウェア；ハー
ドウェア；ファームウエア；ソフトウェア、ハードウェア及び／又はファームウエアの何
らかの組み合わせ；及び／又はプロセッサ１１０上で処理能力を構成するための他のメカ
ニズムにより実行するよう構成される。
【００３９】
　要素１１１～１１３は図２Ａでは単一の処理ユニット内に共同配置されているように図
示されているが、プロセッサ１１０が複数の処理ユニットを含む構成において、要素１１
１～１１３のうちの１以上は他の要素から離れて配置することもできると理解されるべき
である。以下に記載される異なる要素１１１～１１３により提供される能力の説明は、解
説目的のためのものであり、要素１１１～１１３の何れも記載されたもの以上又は以下の
機能を提供することができるものであるから、限定することを意図するものではない。例
えば、要素１１１～１１３の１以上は削除することができ、その機能の幾つか又は全ては
要素１１１～１１３のうちの他のものにより提供することができる。プロセッサ１１０は
、以下では要素１１１～１１３のうちの１つに帰属される機能の幾つか又は全てを実行す
ることができる１以上の追加の要素を実行するように構成することができることに注意さ
れたい。
【００４０】
　図２Ａにおけるシステム５のパラメータ決定要素１１１は、１以上のセンサ１２０によ
り発生された出力信号から、１以上のガスパラメータ、呼吸パラメータ、医療パラメータ
、環境パラメータ及び／又は他のパラメータを決定するように構成される。上記１以上の
ガスパラメータは、呼吸可能ガスの（加圧）流に関する（ピーク）流量、流速、（１回換
気）量、圧力、温度、湿度、速度、加速度、ガス組成（例えば、ＣＯ２等の、１以上の構
成物質の濃度）、放散される熱エネルギ、（意図する）ガス漏れ、及び／又は他のパラメ
ータを含み及び／又は斯かるパラメータに関係することができる。１以上の呼吸パラメー
タは、ガスパラメータ及び／又は呼吸可能ガスの加圧流の測定値を伝達する他の出力信号
から導出することができる。該１以上の呼吸パラメータは、呼吸数、呼吸周期、吸入時間
若しくは周期、呼気時間若しくは周期、呼吸流量曲線形状、吸入から呼気への及び／又は
その逆の遷移時間、ピーク吸入流速からピーク呼気流速への及び／又はその逆の遷移時間
、呼吸圧曲線形状、最大近位圧力低下（呼吸サイクル及び／又はフェーズ当たりの）、及
び／又は他の呼吸パラメータのうちの１以上を含むことができる。この機能の幾らか又は
全ては、プロセッサ１１０の他のコンピュータプログラム要素に組み込み、共用させ及び
／又は統合することができる。
【００４１】
　環境パラメータは、システム５の近傍又は対象者１０６の近傍の環境条件に関係し得る
電磁放射、種々の温度、湿度レベル、及び／又は他の環境パラメータのうちの１以上に関
するものであり得る。１以上の医療パラメータは、対象者１０６の監視されるバイタルサ
イン、対象者１０６の生理パラメータ及び／又は対象者１０６の他の医療パラメータに関
係し得る。この機能の幾らか又は全ては、プロセッサ１１０の他のコンピュータプログラ
ム要素に組み込み又は統合することができる。
【００４２】
　図２Ａにおけるシステム５のタイミング要素１１２は、対象者１０６の呼吸に関係する
１以上のタイミングパラメータを決定するように構成される。幾つかの実施態様において
、タイミング要素１１２は現在の呼吸フェーズが吸入フェーズであるか又は呼気フェーズ
であるかを決定するように構成される。幾つかの実施態様において、タイミング要素１１
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２は、吸入と呼気との間の呼吸の遷移等の、システム５の動作に関する呼吸タイミングパ
ラメータ及び／又は他のタイミングパラメータを決定するように構成することができる。
呼吸タイミングパラメータは、呼気フェーズから吸入フェーズを分ける若しくはその逆の
遷移時点、呼吸周期、呼吸数、吸入時間若しくは周期、呼気時間若しくは周期、吸入フェ
ーズの開始及び／又は終了、呼気フェーズの開始及び／又は終了、及び／又は他の呼吸タ
イミングパラメータを含むことができる。タイミング要素１１２による１以上の決定は、
システム５の他の要素において使用され、共用され及び／又は該要素に組み込むことがで
きる。
【００４３】
　制御要素１１３は、複数の動作モードにおけるシステム５、装置１０及び／又は圧力発
生器１４０（又は、これらの構成要素）の動作を制御するように構成される。例えば、制
御要素１１３は、弁１５を介しての排気を調節するために特に対象者１０６の呼気の間に
おける弁１５の開閉（及び／又は開閉の程度）を調整及び／又は制御するように構成する
ことができる。例えば、制御要素１１３は、装置１０の第１制御ポート１２、第２制御ポ
ート１６及び／又は他の要素を調整及び／又は制御するように構成することができる。制
御要素１１３は、異なる動作モードの間の遷移を制御するように構成することができる。
制御要素１１３は、現在の動作モードが何のモードであるかを決定し、及び／又は斯かる
情報をシステム５の他の要素と共用するように構成することができる。制御要素１１３は
、圧力発生器１４０を、呼吸可能ガスの加圧流の１以上のガスパラメータが時間にわたり
呼吸治療処方計画に従って変化されるように制御するよう構成することができる。制御要
素１１３は、圧力発生器１４０を、呼吸可能ガスの加圧流を吸入フェーズの間においては
吸入圧レベルで、呼気フェーズの間においては呼気圧レベルで供給するように制御するよ
う構成することができる。パラメータ決定要素１１１、タイミング要素１１２により決定
され、及び／又はセンサ１４２を介して受信されたパラメータは、制御要素１１３により
システム５の１以上の治療モード／設定／動作を調整するために、例えばフィードバック
態様で、使用することができる。代わりに及び／又は同時に、ユーザインターフェース１
２０を介して受信された情報及び／又は信号を、制御要素１１３により、システム５の１
以上の治療モード／設定／動作を調整するために使用することができる。制御要素１１３
は自身の動作を、複数の呼吸サイクルにわたり対象者の呼吸サイクルにおける遷移時点に
対して、及び／又は何らかの検出された出来事若しくはタイミング要素１１２による決定
に対する何らかの他の関係で、タイミングをとるように構成することができる。
【００４４】
　図３は、呼吸支援回路を圧力発生器に結合する方法３００を示す。以下に示す方法３０
０の処理（動作）は解説的であることを意図するものである。幾つかの実施態様において
、方法３００は、説明されていない１以上の追加の処理を伴って、及び／又は説明される
処理の１以上を伴わないで達成される。更に、方法３００の処理が図３に示され、以下に
説明される順序は、限定することを意図するものではない。
【００４５】
　幾つかの実施態様において、方法３００は１以上の処理装置（例えば、デジタルプロセ
ッサ、マイクロコントローラ、アナログプロセッサ、情報を処理するように設計されたデ
ジタル回路、情報を処理するように設計されたアナログ回路、状態マシン、及び／又は情
報を電子的に処理する他のメカニズム）において実施される。上記１以上の処理装置は、
方法３００の処理の幾つか又は全てを、電子記憶媒体上に電子的に記憶された命令に応答
して実行する１以上の装置を含むことができる。該１以上の処理装置は、ハードウェア、
ファームウエア及び／又はソフトウェアを介して、方法３００の処理の１以上を実行する
ために特別に設計されるよう構成された１以上の装置を含むことができる。
【００４６】
　処理３０２において、第１及び第２制御ポート並びに第１及び第２回路ポートを含む本
体が設けられる（準備される）。該本体は第１動作モード又は第２動作モードの何れかで
動作する。幾つかの実施態様において、処理３０２は本体１１（図１に示され、本明細書
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【００４７】
　処理３０４において、制御ポートは圧力発生器と流体的に結合する。幾つかの実施態様
において、処理３０４は第１制御ポート１２（図１に示され、本明細書で説明された）と
同一又は同様の制御ポートにより実行される。
【００４８】
　処理３０６において、回路ポートは呼吸支援回路の呼気枝と流体的に結合する。幾つか
の実施態様において、処理３０６は第１回路ポート１４（図１に示され、本明細書で説明
された）と同一又は同様の回路ポートにより実行される。
【００４９】
　処理３０８において、第１流路が制御ポートと回路ポートとの間に形成される。第１流
路は第１動作モードで使用される。幾つかの実施態様において、処理３０８は第１流路１
３（図１に示され、本明細書で説明された）と同一又は同様の第１流路により実行される
。
【００５０】
　処理３１０において、制御ポートは圧力発生器に流体的に結合する。幾つかの実施態様
において、処理３１０は第２制御ポート１６（図１に示され、本明細書で説明された）と
同一又は同様の制御ポートにより実行される。
【００５１】
　処理３１２において、回路ポートは呼吸支援回路の呼気弁と流体的に結合する。幾つか
の実施態様において、処理３１２は第２回路ポート１８（図１に示され、本明細書で説明
された）と同一又は同様の回路ポートにより実行される。
【００５２】
　処理３１４において、第２流路が制御ポートと回路ポートとの間に形成される。第２流
路は第２動作モードで使用される。幾つかの実施態様において、処理３１４は第２流路１
７（図１に示され、本明細書で説明された）と同一又は同様の第２流路により実行される
。
【００５３】
　尚、請求項において括弧内に配置された如何なる符号も、当該請求項を限定するものと
見なされるべきでない。また、“有する”又は“含む”なる文言は、請求項に記載された
もの以外の要素又はステップの存在を排除するものではない。また、幾つかの手段を列挙
する装置の請求項において、これら手段の幾つかは１つの同一の品目のハードウェアによ
り具現化することができる。また、単数形の要素は複数の斯様な要素の存在を排除するも
のではない。また、幾つかの手段を列挙する如何なる装置の請求項においても、これら手
段の幾つかは１つの同一の品目のハードウェアにより具現化することができる。また、特
定の要素が相互に異なる従属請求項に記載されているという単なる事実は、これら要素を
組み合わせで使用することができないということを示すものではない。
【００５４】
　以上、本発明を現在のところ最も実用的で好ましい実施態様であると考えられるものに
基づき解説目的で詳細に説明したが、斯かる詳細は解説目的のためだけのものであり、本
発明は開示された実施態様に限定されるものではなく、逆に、添付請求項の趣旨及び範囲
内の変形例及び等価的構成をカバーしようとするものであると理解されるべきである。例
えば、本発明は、可能な範囲において、如何なる実施態様の１以上のフィーチャも、如何
なる他の実施態様の１以上のフィーチャと組み合わせることができることを想定している
。
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